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1 はじめに

国産イチゴの生産は、7月 から10月 までの夏秋期が端

境期である。しかし、この時期にもケーキ用・業務用と

して一定の需要があり、四季成り性品種を用い国内で生

産されたものも急速に増加しているが、アメリカなど国

外からの輸入品にその多くを頼っているのが現状であ

る。一方、青森県のやませ地帯は、夏期冷涼な気象特性

を有し、暑さを嫌うイチゴ栽培にとって有利であること

から、一季成り性品種の越年苗を用い、春に短日処理し

て夏秋期に収穫する作型を開発している。しかし、定植

時の芽数を1個だけに限定すると、夏秋期の収量は株当

たり100g程度で限界があることが分かつてきた。

そこで、春早<頂花房を摘除するとすぐに側芽が発生
する越年苗の特性を生かし、定植時に基本芽を2芽に仕

立てて夏秋どり栽培を行ったところ、1芽仕立てのもの

より安定的に増収したので報告する。

2 試験方法

2004年及び2005年の盛夏期から収穫する作型で使用

する越年苗を採苗するため、それぞれ前年の10月 、青森

県農林総合研究センター畑作園芸試験場の回場に、
°
と

ちおとめ '、 `さ ちのか '、 `濃姫 '、 `ア スカルピー・、`北

の輝'の 5品種を定植した。各年の8月 、9月 、10月 に12
cm径黒丸ポリポットを使用し、受けポット採苗した。培

土の基肥窒素成分量は 1リッリ
'当

たり100mgと した。

H月上旬に切り離しを行い、ポットのまま露地にポッ
トの深さに並べ置きして、越冬させた。積雪期間は、20

03年度は2004年 1月 4日 ～2004年 2月 20日 、2004年度は200

4年 12月 27日 ～2005年 3月 27日 であつた。両年とも3月 1日

にビニールハウス内の温床に搬入して育苗した。電熱温

床で3週間、それ以降は保温のみとした。加温開始時に1

ボット当たり置肥1錠 (窒素成分量123mgnを施用し、期

間中随時葉 。薔・ランナーを摘除し、業数を4枚程度に

揃えた。定植時までに、採苗時期別に芽数の発生頻度を

調査し、頂芽1芽に制限したものと、頂芽及び最大腋芽
の2芽に制限したものとに分けて定植した。

花芽分化を促進するために、両年とも4月 28日 16時 30

分から短日処理を行った。明期は8時 30分～16時 30分の8

時間日長とし、被覆資材はホワイトシルバー1100を使用

した。
2003年 に採苗したものについては、検鏡により100%

花芽分化を確認した後の2004年 6月 4日及び6月 8日 に、畦

幅 120cm、 株間20cmに 2条植えした。定植時から9月 中旬

までハウス全体をダイオネット810SC(遮光率55%)で
遮光して管理した。基肥量は、窒素1.5kg/a、 りん酸25
kg/a、 加里1 5kg/a、 堆肥500kg/a、 苦土炭カル 10kg/a、

苦土重焼燐10kg/aであった。

3 試験結果及び考察

(1)採苗時期の違いによる定植時の芽数の比率
2003年採苗 (表 1)で、¬ヒの輝'については8月 中旬、9
月中旬、10月 上旬、その他の品種については9月 中旬に

それぞれ受け鉢を開始して、鉢受け採苗した。定植時に

おける2芽以上の出現比率は,`さ ちのか'が93%と最も
高く、次いで、`アスカルビー'が77%、 `北の輝'が70
%、 `濃姫'が65%、

°
とちおとめ'が52%であった。

`北の輝'については、8月 中旬採苗が88%と 高かつた
が、10月 上旬採苗は18%と 低かった。
2004年採首 (表 2)では、6品種とも8月 下旬、9月 中旬、

10月 上旬にそれぞれ受け鉢作業を開始した。定植時にお

ける2芽以上の出現比率は、8月 下旬採苗では、■ヒの輝
'が 100%と最も高く、次いで、`さ ちのか

゛
が93%、 `

アスカルピー'が89%と 高かった。9月 中旬採苗では、 `

さちのか'が99%と 最も高く、次いで、`北の輝'が85
%、 `アスカルピー'が81%と高かった。10月 上旬採古
では、`さ ちのか'が64%と 最も高かつたが、他の品種
は15～42%と低かった。

表 1 品菫 採首時期雰1の芽数比率 (2004年 )
品  種  採首時期   比  率 (%)

(2003年 )  3芽 2芽    1芽
とちおとめ  9月 中旬   00  520_ 430

780    70きちのか   0月 中●I
濃姫     9月 中旬 62 0

アスカル ビー 0月 中旬 7 0

8月 中旬

北の輝 9月 中旬
10月 上旬

■ 2 品■  採薔 ll“
"の
芽薇比率 (2005年 )

さち 0か

品   ■  繰 薔時 期   比  率 (%〉
(2004年 ) 3,  2キ   1芽
8月 下 匈    00  714  256

と ちお と い  0月 中 匈    50  550  400
10月 上 匈    0 0   27 5   '2 ,
8月 下 匈    07  313  0,
9月 ■ 匈   143  340  00
!1月 ■ 匈    00  641  050
8月 下 匈    '0  733  240
9月 中 旬    03  633  030
!0月 上 匈     0 0    0' 7    63 3
3月 下 旬    00  

“

0  111

ア ス カ ル ピ ー  9月 中 旬   140  071  190
!0月 上 匈     0 0   42 5   57 5
8月 下 匈   220  700   00
9月 ■ 匈   103  744  :54
10月 上 匈    00  141  354

凛 姫

|と の 輝

(2)2004年 の短日処理期間中 (4/28～ 6/8)の処理ハウ
ス内の温度は、最高20.1℃ 、最低61℃ 、平均17.7℃で
あった。
(3)2004年の頂芽の花芽分化期 (表 3)は、`濃姫 '、 `アス

カルピー'が 5月 25日 (短日処理開始後26日 )で最も早
く、`さ ちのか'は 5月 29日 (同 30日 )、 ¬しの輝'は 5月 3
0日 (同 31日 )、 `と ちおとめ'は 5月 31日 (同 32日 )であ
った。2芽区の第2芽の花芽分化期も頂芽とほぼ同時であ

った。
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表3 品籠.ロロ中嘱賜嗜
品 種 麟 購 の出 醐 出 薔 期 開 花 期 嘲

芽獄酬 爛鑢  第1芽 第2芽 第1芽 第2芽 第1芽 第2芽

(7)7～ 11月 に収穫された秀品の平均 1果重 (表6)は、 `

アスカルビー'が 13g程度で最も大きく、 `濃姫'は 11
g程度、その他の品種は10g程度であつた。芽数の違い
では、¬ヒの輝'を除き、1芽区が2芽区よりわずかに大
きくなつた。

表 6 品種・ 定植時芽数Яlの 夏秋期 (7月 ～ 11月 )の 秀品平
均 1果重 (`)

と林 とめ 1 5/31 ● 餡 7/9 7/3 7/●  7/14 00 3/3
2 731 ● 

“

7/10 7/12 7/21 7/23 0/10 8/11

| 5/D n 6h s n 7/n 8/s 8/8 8/18

2 5/E n V1 141 7/15 7/2. 1/6 V1t 8/12 品  種  芽数 フ月  8月 9月   10月   11月
1 5/25 ハ 

“

ψ̈  7//14 7/12 フ2 3/1 n/11
2 ワЪ お 6/4675 珀  7/7 7714 7" "

とちおとめ   2
1

10 2

11 4

ア効 ルt1 l νあ る 6/46/28 711 カ  ″笏 7/8 8/6
25/8る

“

6/267/47/5珀37/270/3
きちのか 11 1

11 3

75
73
68
83 90

1 5/● 01 

“

7/11 7/16 7/21 7/26 3/8 0/14

2 m el“ 7/107/127/107/21ψ 3/10

140  10 6
173  11 0

Dl― 嘲

“
"暉
醸球 tJR

2 ■晴署r"翻田願自ぉ|、 鶉証誠國騒暉UU□なし

(4)出書期、開花期及び収穫始期 (表 3)は、品種間では
花芽分化の早いものほど早くなり、定植時の芽数の違い

では、 `濃姫 '、 `アスカルビー '、 `北の輝'で2芽区がや
や早く、 `さ ちのか'、 `と ちおとめ'で 1非区がやや早く
なる傾向であつた。
(5)定植時の生育 (表 4)は、`濃姫 '、 `アスカルビー '、 `

北の輝'で株重・クラウン径等がまさり、`さ ちのか'、
`と ちおとめ'がやや劣つた。芽数の違いでは、2芽区
が1芽区より株重がまさる傾向であつた。また、花芽分
化の早かつた `濃姫 '、 `アスカルビー'では、葉色が淡
く、未展開葉数が少なかつた。

表4 島菫 定薔時芽薇用の定籠時の生青
昌  種 211 珀1 31A 車文 集色 ■II tT32 ,|1 案 教
,1   鶴i               晨関 未晨開

● m m m SPAD g“ 価 枚 枚

(8)8～ 9月 の盛夏期を中心に収穫された果実のBrix糖度
(表 7)は、 `さ ちのか'がやや高く、次いで `と ちおとめ
'と `濃姫'が高く、`北の輝'と `ア スカルビー'が
やや低かつた。

壼 7 品 種  定 ■ 31● 芽 菫 別 ● 夏 秋 鶉 (7月 ～ 11月 )
の Brix麟 底 (%)

品   種   芽 戦  3/13  8/20  0/15

アスカル ビー 11 5  106
111  60

ILの 輝 103  80  60
98  82  60

の Brix

品    種
と ち お と め 2    10 2    9 4

1    10 2    0 4
11 0
11 0

き ち の か 11 6
11 6

2     10 0   10 0
1     10 0   10 0

濃 姫 2    10 2   0 4
1    9 8   0 0

11 0
10 6

ア ス カ ル ビ ー 2    3 0   7 2
1          8  0        '  2

3 8
8  0

とちおとめ 1

2

12 3  32 3  31 9  22 3  10 0  10 0  4 0    4 6

13 7  36 2  31 0  25 2  14 1  10 3  4 6    6 6

2      8 5     7 7
1      8 7     7 1

9  3

9  5

(9)以上の結果、越年首を利用した場合、4月 下旬から
30日 程度、8時間日長の短日処理を行うことにより、供
試した5品種とも確実に花芽分化し、7月 下旬からの収穫
が可能であつた。この場合、定植時に芽数を2芽に仕立

てることにより、夏秋期の商品果収量が1芽仕立てより4

～9割増加し、株当たり150g以上の商品果収量が得られ
ることが明らかになった。
また、9月 中旬以前に受けポット作業をすることによ

り定植時までに2芽以上の比率が高まることが明らかに

なった。2芽以上の越年苗を確保し易い品種は `さ ちの

か '、 `北の輝 '、 `アスカルビー'であり、 `さ ちのか '
は10月 上旬採苗でも2芽以上の比率が64%と 高かつた。

4 まとめ

一季成り性品種の越年苗を用い、春に短日処理して夏

秋期に収穫する作型では、定植時の仕立て芽数が収量に

及ぼす影響は大きく、品種間差はあるものの2芽仕立て

が1茅仕立てより大幅に増収する。
定植時に2芽仕立ての首を確保するには、前年の9月 中

旬以前に受けポット作業をする必要があると考えられ
た。また、2芽以上の越年首を確保し易い品種は `さ ち
のか'、 `北の輝 '、 `アスカルビー'等である。

Jし の 輝

さちのか  1 217
2   23 1

9 8  01 8  31 4  17 2  23 8  10.4  4 4    5 2

9 2  32 5  31 3  25 0  ∞ 0  11 0  4 0   4 8

1 311
2   30 0

14 3  45 2  29 3  20 3  29 7  10 9  4 8    40

12 0  

“

3  28 7  3, 0  34 6  10 7  4 8    40

アスカルビ‐,

2

な
　
な

1● 3  347  31 0  27 :  26 8  10 5  4 2    42

116 346 ∞ 9 317 321 110 42  42

1  290 1● 5 395 370 220 233 120 42   48
2 294 104 392 377 213 329 125 46  50

(6)7～ H月 の夏秋期の株当たりの商品果収量 (表 5)は、
品種間では `北の輝'が最も多く、次いで、 `濃姫 '、 `

さちのか '、 `ア スカルビー '、 `と ちおとめ'の順であっ
た。芽数の違いでは全品種とも2芽区が 1芽区より4～ 9割

多かつた。

表5 品腱・定植時芽数別の夏秋期の高品果収量
覆 芽数    月別収量 (3/株 )

7月   8月   9月  10.11月  合 計
とちおとめ  2   00 1111  73  00 1134

1      0 0    77 9     0 0     0 0    80 0

2      0 0   119 1    36 2     3 2   153 5

1      0 0    56 6    17 6     6 8    81 0

2     34 8   127 1     3 4     0 0   166 0

1   159  9:1   20   14  1112
アスカルビー  2   341  878   73   00  1292

1     25 4    54 8     0 0     0 5    83 7

2      0 0   154 6    27 6     1 1    103 3

1      0 0   104 2    26 6     1 1    101 9

きちのか

D商 品果!おg以上の形の整った果実とこれに準するOg以上の果実の合計
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